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梯子格子唱-A 梯j'･格子層-B 組層-^ 鉄屑-B









pB､0.148pBと見積もられており､NM Rで報告されている値とは矛盾しない ｡ この磁気構造を
考えれば､｢強い強度で観測されたブラツグピークの位置をうまく説明できる｣という点で､この










2K付近の低温ではほぼ局在 している｡ そのため､局在 したホールが､Sr(CuトxZnx)203におけ
るZnの代わりとして働き【27]､反強磁性秩序が生 じるというのが最 も自然な解釈であろう｡ この
ようにスピンーシングレット状態に少量の不純物を ドー プすると､位相のコヒーレンスが破壊 さ
れ､反強磁性が生成されることはスピン･バイエルス系 ;cuGe03を例にとり､福山らによって
論 じられた 【28】｡この場合の不純物として ｢ホール｣を想定すれば､梯子格子における ｢反強磁
性とスピンギャップの共存｣も定性的には理解できよう｡しかし､より定量的な議論をするために
は､現時点では梯子格子における細かい情報 (例えば､ホールの局在位置やスピンのモジュレー
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｢低次元量子スピン系 (無機系 ･実験)の最近の展開1｣
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